
JTDX 設定の参考

Consolasを選ぶとデー

タ表示の 0 が

斜線付に変わります。



左クリック。

WINDOWS10 左下にあるスタートを

右クリックすると デバイスマネージャー が

でるので左クリック。

普通は１つが多いですが

上はJTDXのシリアルポート

下はJTDXでは使いませんが

RTTY等のPTT制御に使用

私はVSPEを使用してCOM3→COM9
に変換しています



ＣＷ等他のモードにあっても、必ずデータモードに変わる

この設定だ常に送信した音域が1500Hz付近になり十分な出力が出せる WEB SDRを使用し受信する時の設定

VSPE等で変換してなければ COM3 です

VFOがAB２つあればリグを選ぶ

VFOが１つなら Fake It を選ぶ

ヤエスは２ アイコムとケンウッドは１



WEB SDRを使用するときの設定



注意点：７３を送った後はTAB1の相手データはクリアされる WEB SDRを使用するときの設定

WEB SDR使用時は必ずこのチェックは外す。

自分でログ記録ボタンを押す前に

ログ入力を促す

POPUPがでます



自分で任意の周波数を登録する方法

周波数が異常になった

ら、右クリック→リセット





Corei5,i7なら2又は3

Corei5,i7なら2又は3





CPUのスレッド数の調べ方

①スタートクリック

②設定をクリック

③システムをクリック

④詳細情報をクリック

⑤Googleで i7-8750H passmark  と入力

⑥スレッド １２

⑦CPU能力 10174
i5 ８世代 6000位

i7 ８世代 10174位

参考にしてください





Houndを緑色にするとF/HのQSOが可能になります。更に周波数コントロールにチェックを入れると

自分が呼ばれるとDF300-1000の間に移動して他の局の影響が受けにくくなります。

この機能は F/H と言ってDX局が多くの局と同時にQSOするときの方法で、オリジナル周波数

18.100とかでは使用しません。18.095等で使用します。



AutoSeqの動きの違いについて

英文での説明は下記のアドレスのページをご覧ください
https://www.jtdx.tech/en/f-a-q/29-jtdx-v18-1-autoseq-functionality-description-march-20th-2018

下記は翻訳による和訳です
AutoSeq 1
このモードでは、ソフトウェアはCQへの最初の着信応答に応答します。
AutoSeq1は、AutoSeqWSJT-Xと同じように機能します。

AutoSeq 2
このモードでは、ソフトウェアはTX間隔の開始まで着信コールを検索し、
優先度やSNRの観点から最適なコールに応答します。

AutoSeq 3
デコードに使用されている広い帯域幅がある場合、AutoSeq3で動作するために高速CPUが必要です。 
ソフトウェアはデコードが終了するまで待機し、優先度やSNRの観点から最良の着信コールに応答します。 
このモードでは、ソフトウェアは以前に送信されたメッセージで送信を開始でき、送信中にメッセージを変更する場合があります。

AutoSeqは1～7まで選べます



AutoSeq 4+
このモードは、モード2（AutoSeq4 + 2）またはモード3（AutoSeq4 + 3）と一緒にのみ使用できます。

AutoSeq 4+からの動きは現時点でよく分からず

他のブログで書かれていたので追記
[1QSO]をオフ(連続QSO)にして、AutoSeq6（またはAutoSeq7）にしてCQを出すと、自分のCQに対する応答を
自動的にピックアップするだけでなく、応答局が無い場合に他のCQ（B4でない局）に応答してくれます。



JTDXの受信音量のマイク音量設定方法と送信出力を決めるスピーカ音量の設定

音声を右クリックでサウンド

設定を開くがでるのでそこを

クリック

ここをクリック



受信音声をここで７０前後に合わせます

録音タブを選び

ここをクリック





電波の出力を調整するための音声調整

再生タブを選び

ここをクリック





JTLinkerをインストールする前にダミーデータでJTDXのホルダーにLOGデータを作成する

１．DX Callの所に仮データ用に自分のコールを入れる ３．POPUP画面をOKとするとJTDXのログが作成され記録

２．ログに記録　をクリックする ４．２種類のログが作成される

中身は自分のコールだけのダミーですが、このファイルが
作られていると、JTLinkerをスムーズにインストール
できます。


